
　
製
造
業
の
高
度
な
技
術

と
豊
富
な
経
験
を
持
つ
定

年
退
職
技
術
者
ら
で
つ
く

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ

ひ
ろ
し
ま
（
西
区
横
川
新

町
８

２５
、
米
田
高
三
理

事
長
）
は
、
中
小
企
業
へ

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣

先
が
２
０
０
９
年
の
設
立

か
ら
本
年
度
に
累
計
２
０

０
件
を
突
破
し
た
。
現
在

は
２
０
５
件
。

　

マ
ツ
ダ
や
三
菱
重
工

業
、日
本
製
鋼
所
、Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
、
カ
ル
ビ
ー
な

ど
で
勤
め
上
げ
た
正
会
員

２５
人
が
、
生
産
性
や
品
質

改
善
の
指
導
に
当
た
る
。

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の

役
員
経
験
者
や
大
学
名
誉
教
授
ら
も
在
籍

し
、
メ
ン
バ
ー
が
培
っ
た
知
識
と
経
験
を

社
会
に
伝
え
た
い
と
、
一
律
１
時
間
２
７

０
０
円
の
割
安
な
指
導
料
で
運
営
。
５
年

に
わ
た
る
長
期
コ
ン
サ
ル
事
業
で
は
中
核

技
術
を
明
確
に
し
な
が
ら
経
営
計
画
に
も

踏
み
込
む
。現
在
は
６
社
を
サ
ポ
ー
ト
。市

の
「
多
面
的
企
業
力
向
上
研
修
会
」
の
運

営
を
受
託
し
て
お
り
、
本
年
度
は
広
島
広

域
都
市
圏
の
１５
社
を
伴
走
支
援
。
い
ず
れ

も
１
社
に
２
人
が
付
き
、
他
の
案
件
担
当

者
を
交
え
た
月
一
度
の
意
見
交
換
で
広
い

視
野
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
掛
け
て
い
る
。

経
営
革
新
等
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
て
お

り
、
補
助
金
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
。
前
年
度
は
「
も
の
づ

く
り
補
助
金
申
請
」
で
支
援
先
９
社
の
う

ち
８
社
が
、「
事
業
再
構
築
補
助
金
申
請
」

で
６
社
の
う
ち
５
社
が
採
択
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
初
め
て
、
市
の
「
省
エ
ネ
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
も
受
託
し

た（
１０
社
対
象
）。
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移

行
に
伴
い
、
主
催
セ
ミ
ナ
ー
を
再
開
。
新

た
に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
受
講
企
業
の
教
育
プ
ラ
ン
に
取
り
込

み
や
す
く
し
た
。
受
注
拡
大
に
伴
い
、
メ

ン
バ
ー
増
強
を
図
る
。
メ
ー
ルatac@

hi２
.enjoy.ne.jp

３７
年
ぶ
り
広
島
で
全
国
大
会

経
済
界
の
参
加
促
す

　

民
間
病
院
を
主
体
に
全
国
約
２
５
０

０
施
設
が
加
盟
す
る
全
日
本
病
院
協
会

（
東
京
）
の
第
６４
回
全
日
本
病
院
学
会

が
１０
月
１４
、
１５
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
広
島
な
ど
で
あ
る
。
広
島
で
は
３７

年
ぶ
り
。
約
３
０
０
０
人
が
参
加
予
定

で
、
経
済
効
果
を
期
待
し
て
前
夜
祭
を

初
開
催
。
地
元
経
済
界
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
オ
タ
フ
ク
Ｈ
Ｄ
の

佐
々
木
茂
喜
社
長
、
マ
リ
モ
Ｈ
Ｄ
の
深

川
真
社
長
、
宮
島
弥
山
大
本
山
大
聖
院

の
吉
田
正
裕
第
７７
代
目
座
主
の
「
事
業

承
継
と
地
域
活
性
化
」
講
演
な
ど
、
医

療
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
す
る
。

全
日
本
病
院
協
会

　
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
大
田
記
念
病
院
（
福

山
）
の
大
田
泰
正
理
事
長
が
学
会
長
を
務

め
、
６
０
０
テ
ー
マ
を
超
え
る
発
表
（
ポ

ス
タ
ー
発
表
含
む
）
を
行
う
。
会
場
は
同

ホ
テ
ル
の
ほ
か
、広
島
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
（
東
区
）、
県
医
師
会
館
（
同
）。
建

設
的
で
未
来
思
考
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
場
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
「
未
来
の
子

ど
も
た
ち
へ
〜
脱
高
齢
ニ
ッ
ポ
ン
〜
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。
主
な
企
画
と
し
て
①

日
本
大
学
の
林
真
理
子
理
事
長
の
「
な
ぜ

大
学
改
革
に
乗
り
出
し
た
の
か
（
仮
）」
に

つ
い
て
の
講
演
、
②
順
天
堂
大
学
医
学
部

で
メ
タ
バ
ー
ス
を
用
い
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

構
築
な
ど
に
取
り
組
む
服
部
信
孝
教
授
の

「
Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
時
代
の
病
院
」、③ 

広
島

大
学
病
院
チ
ー
ム
に
よ
る
「
医
療
情
報
管

理
の
要
諦
」、④ 

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
近
く
の
新
病

院
構
想
を
統
括
す
る
県
健
康
福
祉
局
の
木

下
栄
作
局
長
の
「
地
域
医
療
構
想
と
民
間

病
院
」

な
ど
が
あ
る
。
医
療
機
器
や
Ｉ

Ｔ
関
連
、
地
元
企
業
の
展
示
ブ
ー
ス
も
設

け
、
５０
社
以
上
が
出
展
予
定
。
来
場
者
へ

の
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
も
初
設
置
す
る
予

定
で
、
西
条
の
日
本
酒
な
ど
を
振
る
舞
い

た
い
と
す
る
。
参
加
費
は
事
前
申
し
込
み

の
場
合
に
一
般
１
万
３
２
０
０
円
、会
員
１

万
１
０
０
０
円
、
会
員
の
う
ち
病
院
理
事

長
や
院
長
は
３
万
３
０
０
０
円
。
１４
日
午

後
６
時
半
か
ら
の
懇
親
会
は
４
０
０
０
円
。

　
全
日
本
病
院
協
会
は
１
９
６
０
年
に
民

間
病
院
を
主
体
と
し
た
全
国
組
織
と
し
て

設
立
し
、
６７
年
に
社
団
法
人
に
認
可
、
２

０
１
３
年
４
月
に
公
益
社
団
法
人
に
移
行

し
た
。
大
田
理
事
長
の
妻
で
広
報
担
当
の

章
子
さ
ん
は
「
広
島
の
新
病
院
構
想
に
加

え
、
２４
年
４
月
に
は
医
師
の
働
き
方
改
革

が
施
行
予
定
。
医
療
人
材
を
集
約
さ
せ
る

流
れ
の
加
速
が
予
想
さ
れ
る
。
同
課
題
に

対
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
団
塊
世
代
が

後
期
高
齢
者
に
な
る
２５
年
問
題
に
つ
い
て

も
議
論
し
た
い
」
と
話
す
。

人
材
紹
介
の
ワ
ー
ク
ポ
ー
ト

広
島
オ
フ
ィ
ス
を
増
床
移
転

　
人
材
紹
介
の
ワ
ー
ク
ポ
ー
ト
（
東
京
）

は
７
月
１８
日
、
広
島
オ
フ
ィ
ス
（
中
区
紙

屋
町
、
米よ
ね
き城
亜あ

さ

ひ
紗
妃
拠
点
長
）
を
南
区
松

原
町
２

６２
の
広
島
Ｊ
Ｐ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

６
階
に
増
床
移
転
し
た
。

　
転
職
相
談
の
面
談
数
の
増
加
と
、
事
業

成
長
に
よ
る
従
業
員
数
増
に
対
応
す
る
。

新
オ
フ
ィ
ス
は
約
３
３
０

㍍
で
、
面
談

ル
ー
ム
を
旧
オ
フ
ィ
ス
の
７
部
屋
か
ら
９

部
屋
に
増
や
し
た
ほ
か
、
執
務
ス
ペ
ー
ス

も
拡
張
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
１８
人
体
制
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
も
自
社
の
新
卒
・

中
途
採
用
を
強
化
す
る
。
大
手
転
職
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン
や
電
話
で
の
面

談
中
心
に
切
り
替
え
る
中
、
同
社
は
求
職

者
と
の
対
面
で
の
面
談
に
注
力
し
、
差
別

化
を
図
っ
て
い
る
。
電
０
７
０

１
５
５

５

７
５
２
５
。

ＡＴＡＣひろしま

熟練の定年退職技術者がものづくり指導
累計支援先２００件突破

葬
儀
場「
玉
屋
サ
ン
ク
ス
ホ
ー
ル
」
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